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１　総括表
	事業・内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	機構補助金
	事業実施
主体
	

	
１　地域肉豚能力向上支援
（１）種豚等の導入
　　ア　純粋種豚の導入
　　イ　人工授精用精液の購　　　　入
　　ウ　一代雑種雌豚の導入
　　（ア）両親が種豚登録されているもの
　　（イ）片親が種豚登録されているものであって、残る片親が全国的な遺伝的能力評価を受けたもの
（２）事業推進指導

２　生産性向上支援
（１）飼養管理技術向上支援
ア　豚の飼養管理技術の向上を図るための研修会の開催及び研修会修了者への現地指導の実施
　　イ　事業推進指導
（２）養豚農業実態調査

	千円
	千円
	千円
	

	　　　　　合　計
	
	
	
	




２　事業の目的
	






３　事業の内容
（１）地域肉豚能力向上支援
○　参加希望生産者集団等の概要
	生産者集団
等名
	生産者数
	飼養頭数

	
	
	  　　種雄豚
	
子取り用雌豚


	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（注）　子取り用雌豚は、生後６カ月以上で、子豚を生産することを目的とし
て飼養している雌豚とする。


　　ア　種豚等の導入
　　（ア） 純粋種豚の導入
	単価
	頭数
	備考（積算根拠）

	
	雄
	雌
	計
	

	

	
	
	
	


（注）１　補助金は、純粋種豚については１頭当たり10万円を上限とする。
　　　２　補助対象となる純粋種豚は、生産者が所有する種豚の能力向上が見込まれるものとする。
　　　３　導入した純粋種豚は、原則として純粋種の産子を得るための交配に使用し、産出された産子は子豚登記を行うこととする。
　　　４　導入した純粋種豚は、導入後３年間飼養するものとする。


（イ） 人工授精用精液の購入
	単価
	本数
	備考（積算根拠）

	

	
	


（注）１　補助金は、精液については１本当たり１万円を上限とする。
　　　２　補助対象となる精液は、生産者が所有する種豚の能力向上が見込まれるものとする。
　　　３　導入した精液は、純粋種の産子を得るための人工授精に使用し、産出された産子は子豚登記を行うこととする。
　　

　　（ウ） 一代雑種雌豚の導入
	単価
	頭数
	備考（積算根拠）

	
	①
	②
	計
	

	

	
	
	
	


（注）１　補助金は、一代雑種雌豚については１頭当たり２万円を上限とし、導入頭数は、一経営体当たり30頭（うち片親が種豚登録されているものであって、残る片親が全国的な遺伝的能力評価を受けたものについては５頭）を上限とする。
　　　２　頭数欄には両親が種豚登録されたものを「①」として、片親が種豚登録されているものであって、残る片親が遺伝的能力評価を受けたものを「②」として、それぞれ記載すること。
　　　３　導入した一代雑種雌豚１頭につき、繁殖成績を２産以上、記録すること。
　　　４　導入した一代雑種雌豚は、導入後３年間飼養するものとする。

　　イ　事業推進指導
	時期
	内容
	備考（積算根拠）

	



	
	


（注）事業推進指導の計画は、間接補助事業者の場合のみ記載すること。

（２）生産性向上支援
　　ア　飼養管理技術向上支援
　　（ア）豚の飼養管理技術の向上を図るための研修会の開催及び研修会修了者への現地指導の実施
a 飼養管理技術向上研修会の開催
	開催時期
	場所
	参集人数
	研修会の内容
	備考（積算根拠）

	
	




	
	
	



b 研修会修了者への現地指導（フォローアップ等）
	時期
	内容
	備考（積算根拠）

	

	




	



　　（イ）事業推進指導
	時期
	内容
	備考（積算根拠）

	




	
	


（注）事業推進指導の計画は、間接補助事業者の場合のみ記載すること。








　　イ　養豚農業実態調査
　　（ア） 調査事項検討会の開催
	開催時期
	場所
	参集人数
	会議の内容
	備考（積算根拠）

	



	
	
	
	



　　（イ） 優良事例調査の実施
	時期
	内容
	方法
	備考（積算根拠）

	



	
	
	


(注)「内容」及び「方法」欄については、出来るだけ具体的に記載すること。

　　（ウ） 実態調査の実施
	時期
	内容
	方法
	備考（積算根拠）

	



	
	
	


(注)「内容」及び「方法」欄については、出来るだけ具体的に記載すること。

　　（エ）調査結果の分析及び報告書の作成・配付
	時期
	内容
	方法
	備考（積算根拠）

	



	
	
	


(注)「内容」及び「方法」欄については、出来るだけ具体的に記載すること。






